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ヒト胎盤絨毛細胞の多彩な機能：生理と病態 
Functions of human placental trophoblast 
: physiology and pathology 

◆講師：工藤 美樹 先生 

(広島大学大学院 医歯薬保健学研究院  

総合健康科学部門 産科婦人科学/教授)  

     Prof. Yoshiki Kudo 
（Department of Obstetrics and Gynecology,                        
Graduate School of Biomedical Sciences, Hiroshima University） 

◆日時：平成２８年１２月１４日（水）17:30～ December 14 (WED) from 5:30 p.m. 

◆場所：医学教育図書棟３階 第２講義室 

Lecture room 2, Medical Education & Library Building 3F. 
 

ヒト胎盤は血絨毛性胎盤で母体血液と直接に接する絨毛組織の最外層は多核合胞

体細胞塊（シンシチウム、シンシチオトロフォブラスト）構造を有している。この

シンシチオトロフォブラストは多彩な機能を持つ細胞で、正常な胎児発育に必要な

胎盤機能の中心的な役割を果たしている。これまでにトロフォブラストの機能につ

いて研究を行ってきたが、以下の三点について概要を解説する。 
１）アミノ酸輸送とその調節機序 

シンシチオトロフォブラストの母体側と胎児側の細胞膜には異なるアミノ酸輸送

系が存在し、その分布の非対称性によって母体から胎児方向へのアミノ酸の経細胞

性能動輸送機構が形成されていることを明らかにした。 
２）胎盤 indoleamine 2,3-dioxygenase (IDO) による母体免疫寛容成立機序 

胎盤に局在する IDO（アミノ酸のトリプトファン (Trp) 代謝酵素）の意義につい

て研究を行い、IDO により胎盤局所で Trp が枯渇して、母体－胎児境界部位でのリ

ンパ球機能が抑制されることにより胎児に対する免疫寛容が成立している可能性を

示した。 
３）シンシチオトロフォブラスト形成（シンシチウム化）機序 

シンシチウム化のモデルである BeWo 細胞を用いてシンシチウム化の定量的測定

系を確立し、アンチセンス法と RNA 干渉法を用いて CD98 がシンシチウム化に関

与していることを証明した。 
 

◆担当：産科婦人科学 片渕 秀隆教授/Prof. H. Katabuchi (Department of Obstetrics and Gynecology) 

◆レポート宛先/Essay (片渕教授宛/To Prof. Katabuchi)：buchi@kumamoto-u.ac.jp 
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